
合
を
開
き
、
議
題
な
ど
を
事

前
に
協
議
・
調
整
す
る
代
表

者
会
議
の
設
置
を
決
め
た
も

の
の
、
実
質
的
な
議
論
に
入

れ
な
い
ま
ま
閉
会
し
ま
し

た
。
橋
下
徹
大
阪
市
長（
大

議
の
順
位
・
方
法
を
選
定

し
、
議
決
は
全
会
一
致
を
原

則
と
す
る
こ
と
を
橋
下
氏
も

含
め
て
合
意
し
、
第
３
回
会

合
で
設
置
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
休
憩
中
に
開
か

れ
た
代
表
者
会
議
で
橋
下
氏

は
、「
二
重
行
政
解
消
」
の

名
で
市
議
会
に
提
案
し
て
い

る
府
市
統
合
議
案
へ
の
大
阪

会
議
の
態
度
を
早
く
明
ら
か

に
す
る
よ
う
主
張
。
議
題
が

全
会
一
致
で
選
定
で
き
ず
決

裂
し
た
場
合
は
、
大
阪
会
議

の
今
井
豊
会
長（
維
新
府
議
）

に
議
事
整
理
権
を
与
え
る
こ

と
を
、
先
に
決
め
る
よ
う
要

求
し
ま
し
た
。

　

他
会
派
か
ら
は
「
各
会
派

・
委
員
が
準
備
し
た
議
題
を

本
会
議
で
示
す
べ
き
」
と
反

論
し
ま
し
た
が
、
橋
下
氏
ら

は
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
閉

会
後
の
記
者
会
見
で
橋
下
氏

は
、「
こ
れ
が
も
の
が
決
ま

ら
な
い
大
阪
ポ
ン
コ
ツ
会
議

の
実
態
」
な
ど
と
言
い
募
り

ま
し
た
。

　

大
阪
会
議
は
、
大
阪
市
の

住
民
投
票（
５
月
）で「
都
」構

想
が
否
決
さ
れ
た
の
を
受
け

て
、
自
民
党
が
設
置
条
例
を

各
議
会
に
提
案
し
て
可
決
。

知
事
、
大
阪
市
長
、
堺
市
長

と
各
議
会
議
員
９
人
の
計
30

人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

橋
下
氏
は
第
１
回
会
合

（
７
月
）で
、
大
阪
会
議
の
目

的
は
「『
大
阪
都
』
構
想
の

対
案
」
で
あ
る
こ
と
を
規
約

に
明
記
す
る
よ
う
強
硬
に
主

張
し
て
議
論
が
紛
糾
し
、
規

約
や
議
論
の
進
め
方
な
ど
を

決
め
ら
れ
な
い
ま
ま
閉
会
。

そ
の
後
、
今
井
会
長
が
第
２

回
会
合（
８
月
）の
開
催
を
一

方
的
に
通
知
し
、
日
本
共
産

党
、
自
民
党
、
竹
山
堺
市
長

が
欠
席
し
て
定
足
数
を
満
た

さ
ず
、流
会
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
住
民
投

票
で
示
さ
れ
た
民
意
は
「
統

治
機
構
改
革
」
と
い
っ
た

「
仕
組
み
」
で
は
な
く
、
よ

り
よ
い
大
阪
の
た
め
の
「
中

身
の
改
革
」
こ
そ
必
要
だ
と

少
し
で
も
府
民
・
市
民
、
大

阪
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

前
向
き
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
７
月
の
初
会
合
に
出
席

し
、
早
く
実
質
的
な
議
論
が

で
き
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

い
う
願
い
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
阪
会
議
は
、
そ
の
市

民
の
願
い
に
背
き
か
ね
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
、
設
置
に

は
反
対
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
設
置
さ
れ
た
以
上
は
、

た
。

　

と
こ
ろ
が
橋
下
市
長
や
松

井
知
事
は
、
無
理
難
題
を
突

き
付
け
、
会
議
を
決
裂
さ
せ

る
こ
と
に
終
始
し
て
き
ま
し

た
。
橋
下
市
長
ら
が
大
阪
会

議
を
「
大
阪
会
議
は
役
に
立

た
な
い
」「『
大
阪
都
』
構
想

こ
そ
必
要
だ
」
と
宣
伝
す
る

場
に
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
、
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
、
大
阪
市
、
堺
市

の
首
長
と
各
議
会
議
員
が
大

阪
全
体
の
広
域
行
政
課
題
な

ど
を
議
論
す
る
大
阪
戦
略
調

整
会
議（
大
阪
会
議
）は
９
月

28
日
、
府
庁
内
で
第
３
回
会

姿
勢
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
会
合
に
先
立
つ
９

月
24
日
に
準
備
会
合
を
開

き
、
３
首
長
と
各
会
派
代
表

５
人
の
計
８
人
か
ら
な
る
代

表
者
会
議
の
規
定
を
議
論
。

代
表
者
会
議
で
は
大
阪
会
議

の
会
期
や
議
題
の
選
定
、
協

　

橋
下
市
長
の
就
任
以
来
、

大
阪
市
政
で
は
「
大
阪
都
」

構
想
の
設
計
図
づ
く
り
な
ど

「
仕
組
み
」
の
議
論
に
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
税
金
が
費

や
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
住
民

投
票
で
否
決
さ
れ
た
「
大
阪

都
」
構
想
を
再
び
持
ち
出
し

て
混
乱
を
拡
大
す
る
維
新
政

治
で
は
な
く
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
る
防

災
対
策
、
市
民
の
福
祉
・
暮

ら
し
を
守
り
、
中
小
企
業
を

支
援
す
る
「
政
治
の
中
身
」

の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
こ

そ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

阪
維
新
の
会
代
表
）や
松
井

一
郎
知
事（
同
幹
事
長
）が
代

表
者
会
議
で
、
議
題
の
決
め

方
で
無
理
難
題
を
持
ち
出
し

て
譲
ら
ず
、
他
会
派
と
の
合

意
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
。

「
大
阪
都
」
構
想
へ
の
再
挑

戦
を
掲
げ
て
策
動
す
る
橋
下

・
維
新
の
会
の
強
引
な
政
治

橋下氏らが強引な主張に終始した大阪会議の第１回
代表者会議＝９月28日、府庁内

実
質
審
議
に
入
れ
ず
閉
会

橋
下
氏
ら
の
無
理
難
題
で

「大阪会議」

会
議
決
裂
さ
せ
宣
伝
に
利
用

「
政
治
の
中
身
」の
改
革
こ
そ

山
中
日
本
共
産
党

大
阪
市
議
団

幹
事
長（
大
阪
会
議
委
員
）の
話

shikai
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